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二
学
期
を
充
実
さ
せ
よ
う 

夏
休
み
も
終
わ
り
、
子
ど
も
達
が
学
校
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。 

 
 

子
ど
も
達
の
夏
休
み
の
生
活
は
い
か
が
で
し
た
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
ま
り
外
出
で
き
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
子
供
た
ち
は
と
て
も
楽
し
そ
う
に
学
校
生
活
を

楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
久
し
ぶ
り
に
友
達
に
会
う

こ
と
が
で
き
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
の
は
ご

ろ
も
小
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

子
ど
も
達
一
人
一
人
が
、
三
十
二
日
間
を
無
事
に
過

ご
し
、
元
気
に
登
校
し
た
こ
と
を
何
よ
り
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。 

夏
休
み
中
保
護
者
、
地
域
の
皆
様
が
子
ど
も
達
を
見

守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ
で
安
全
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。  

 

た
だ
、
夏
休
み
明
け
は
、
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
い

る
児
童
も
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
睡
眠
を
と

ら
せ
、
脳
の
働
き
を
よ
く
し
て
、
す
っ
き
り
と
し
た
気

持
ち
で
学
習
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

二
学
期
は
、
だ
ん
だ
ん
と
涼
し
く
な
り
学
習
や
読

書
、
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
季
節
で
す
。

全
教
職
員
で
学
習
指
導
の
工
夫
・
改
善
に
取
り
組
み
、

児
童
一
人
一
人
の
学
力
向
上
に
全
力
で
取
り
組
む
所

存
で
す
。 

教
職
員
一
同
「
チ
ー
ム
は
ご
ろ
も
」
の
チ
ー
ム
力
を

よ
り
一
層
強
め
教
育
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
温
か
な
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

  10月の主な行事 
1日（金）社会見学（延期） 
8日（金）授業参観（中止） 
    学校運営協議会（延期） 
14日（木）～15日（金）修学旅 
行（12月８日～9日に延期） 

17日（日）家庭の日 
ファミリー読書 

18日（月）～22日（金） 
保護者面談 

23日（土）PTA美化作業（予定） 

 

    教育相談週間スタート 
    ～先生と話をしよう～ 
９月２７日より教育相談週間がスタート

し４日間で、全児童が担任と話や相談を行

います。普段担任と児童が1対1で会話

をする時間が取れない現状がある中で、担

任が児童一人一人と向き合いしっかりとラ

ポートづくりを行うのが目的です。また、

教育相談を行う中で、いじめの予防や早期

発見にも繋がると考えられます。こうした

教育相談は、学校及び教員と児童、保護者

の信頼関係を構築する基盤となり、地域全

体で児童生徒を守り育てる体制づくりにつ

ながると思いますので、ご理解・ご協力の

ほどよろしくお願いします。 
 

読書月間スタート！ 
 9月２日より読書月間がスタートしています。。読書月間のねらいは
（１）読書月間を通して、児童の読書意欲を高め、読書生活をより豊か
にする。（２）読書で得た感動を文章や絵に表現することにより。思考力
や表現力を高める。（３）読書の楽しさと意義を知り、読書の習慣化を図
る。となっています。学校では、子供達がより一層読書に親しめるよ
う、様々な取組を展開していきます。是非、ご家庭でも読書環境を整え
ていただき、読書に親しむ習慣を身に付けさせて下さい。 
「読書の重要性」 
 読書の習慣を幼いころから身に付けることが大切だとよく言われま
す。読書は，文学作品を読むことに限らず，自然科学・社会科学関係の
本や新聞・雑誌を読んだり，何かを調べるために関係する本を読んだり
することなども含めたものです。 
  国語力との関係でも，読書は，国語力を構成している「考える力」「感
じる力」「想像する力」「表す力」「国語の知識等」のいずれにも関わりま
す。これらの力を育てる上で中核となるものです。特に，すべての活動
の基盤ともなる「教養・価値観・感性等」生涯を通じて身に付けていく
ために極めて重要なものが読書です。 
 
 

 

 

 

はごろもっ子の活躍 

 

 

読書の大切さについて！（講話朝会より） 
読書月間にちなんで９月１６日の講話朝会で「読書ってすごい！」というテーマで児童に話をしました。読書をする

と「１０個のいいことがあるよ」という内容で話を進めていきました。以下その内容です。 
いいこと①：色々な本を選べるよさがある！読書が好きではない子も必ずその子に合った本があるので図書館に足を運
んで、自分に合った本を見つけてください。 
いいこと②：脳がきたえられ、集中力が身につきます！本を読んでいるときには、読書に集中しているので、たくさん
本を読む人は、集中力が身について、勉強にも集中して取り組むことができるようになります。 
いいこと③：記憶力が向上する。読書をすることでたくさんのことがわかるようになる、そのことを脳は覚えておこう
とします。そのことが記憶力アップにつながるのです。 
いいこと④：言葉の数が、増え「けんか」が減ります。読書をするといつもは使わない「ことば」に出会うので、「こと
ば」の数が増えていきます。そして、いろんな場面でその場面に合った言葉で自分の考えや意見を言えるようになるの
で、「けんか」がへっていきます。 
いいこと⑤：相手の気もちが、わかるようになる。カナダの大学の研究では、読書をすると相手 
の気持ちがわかる力が高まることが分かっています。 
いいこと⑥：気分がリラックスできて、心が癒やされるという良さがあります。イギリスの大学 
の研究によると、たった 6 分間の読書が、ストレスの 3 分の 2 以上軽くしてくれる効果があるそうです。 
いいこと⑦：文章を書く力が身につくから、作文が、上手になります。 

いいこと⑧：自分の考えを、しっかりもつことができるようになり、発表することが、楽しくなります。 
いいこと⑨：本を読むと、「考える力」が身につきます。 
いいこと⑩：最後に、本を読むと健康で長生きをすることが分かりました。（NHKスペシャルより） 

 

 

 


